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1 研究の目的

 舞踊に関する研究は構成要素や表現内容などさ

まざまな面からなされているが, 私達は先に女子

大学生について, 舞踊の内面的要素である感情と

外面的構成要素である空間の間連性を明らかにす

るために, 基本的感情語の表現に伴う空間の質的
・量的特性の検討を試みた(舞 踊学4・1981)。 そ

の結果, 空間床面の中央部は動きやポーズをよく

みせる位置として意味づけされていること, 感情

との関係では「喜び」の 「前 」に対して 「悲 しみ」

の 「後 」,「 怒り」の 「右」に対 して 「恐れ 」の

「左 」という空間使用の傾向を認めた。そこで, 

今回はこのような空間使用の傾向がいつ頃学習さ

れるものであるかについて, 中学校1年 生 ・小学

校1年 生を対象として, 年齢の視点から比較検討

する。

II 方 法

1.被 験者: 

中学校1年 生, 

小学校1年 生, 
いずれも男子

16名女子16名

の32名ずつ, 

計64名。
2. 実験空間

と装置: 空間

は図1に 示し

たように25領

域 (P1～25)

に区分 し, 被

験者の前方か

ら後方へF1～5, 右側から左側へ向ってR1～5と

し, 被験者の動きと空間を全てVTRに 録画した。

3.刺 激語: 女子大学生の場合と同様, プルチッ

クによって基本的な純粋情動であり, しかも強度

も同 じくらいであるとされている「喜び」「悲し

み」「怒り」「恐れ」4)を感情語として取りあげた。

4. 実験手続き: 実験1: 移動運動を含めた動作

による表現, 実験II: 移動運動を伴わないポーズ

だけによる表現, であった。ただ し小学校1年 生

については実験1の み行なった。

III 結 果

 移動を含めた表現は, VTRか らトレースした

フロアパターンにより, 各領域への踏み込み総回

数(P1～25, F1～5, R1～5)な らびに使用領

域数を求めて集計し, 分散分析を行なった。また

ポーズ表現については, P1～25, F 1～5, R1～

5ごとにポーズ総数を集計し, 分散分析を行った。

1. 中学校1年 生の場合

 実験1: 移動を含めた表現

 1) 空間の広さすなわち使用 された領域数(最

高は25領域)は, 分散分析の結果感情の主効果が

有意であり,「 喜び」は他のいずれの感情よりも

有意に多 くの領域を使用した。

 2) 使用空間の量

 各領域における

踏み込み総回数を

図2に 示 した。分

散分析の結果, 感

情の主効果, 空間

の主効果はいずれ

の区分でも有意で

あった。また感情

と空間の交互作用

はP1～25, P1～5

の区分において有

意であった。

 まず, 各感情ご

との踏み込み回数

の延べ総数は「喜

び」が有意に多く, 

次に怒り, 恐れ, 

悲 しみの順であっ

た。

次に4つ の感情 を含めた使用空間は, 図2に 示

したよ うにP1, P2, P3, P4, P5の 最 前列F1の 使 用

が有意 に少 な く, R2やR4と い う中 側の使 用 が 有

意に多か った。

感情別 に使用空間をま とめると, 

(1)喜び は, 最前 列F1や 最後列F5が 有 意に少なく, 

特 にP1, P5, P21, P25と い う四 隅 が著 しく少 な

か った。 前列F2の 使用は喜 びの ときかなり多か っ

た。

(2)悲 しみは, 最 後 列F5(P22, P23, P24)とF4が

他 のどの列よ り有意に多 く, 最 前列F1の 使 用 は

最 も少な く有意であ った。

(3)怒りは, 最 前 列F1 (中 で もP1, P4, P5 が有

意 に少 な く, 右 側の方が左側よ りも多 く使用され

る傾 向がみ られた。

(4)恐れ は, 最 後 列F5(P22, P23, P24, P25)やF4

の使 用が有意 に多 く, 左 側の方が右側 よりも多 く

使用 され る傾向があ った。

実験II: ポー ズ表現

図1 実験空間

図2 4つ の感情を含めた

踏み込み総回数

(中 学生)
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 ポ ーズの数 につ いて分散分析 した結果, 空 間の

主効果, 感 情 と空間の交互作用, 男 女 のグループ

と感情の交互作用が有意であ った。

 まず4つ 感 情を含めたポーズ表現の空間は, 

真 中の使 用が有意 に多か ったが, 一 方最前列F1

(P2, P3, P4)やF2(特 にP10)の 使 用が いずれ

も有意に少 なか った。

 次 に, 感 情 ごとの使用空間をまとめると, 

(1)喜びは, F3やR3の 使 用が多 く, いわ ゆる中央

部 の使用が顕著であ った。

(2)悲 しみは, P21, P25を 含 む最後列F5が 有意 に

多か った。

(3)怒りは, F3(特 にP13とP12)やR3(P13とP8), 

さ らにR2な ど中央や右側 の使用が有意に多かった。

(4)恐れ は, 最 後 列F5(P21とP25)やF4(P18とP17>

な ど後の使用が有意に多か った。 またわずかに左

(R4+R5)が 右(R1+R2)よ り多い傾 向がみ ら

れた。

 なお, 移 動 を含めた表現 とポーズ表現の各領域

にお ける使用数の相関は, す べての感情 で正 の相

関であ った。

2. 小学 校1年 生の場 合

 空 間使用の結果 を図3に 示 した。

 1) 空間の広さは, 

分散分析の結果有意

でなかった。

 2) 使用空間の量

 分散分析の結果, 

感情の主効果, 感情

と空間の交互作用は

いずれの区分でも有

意であり, P1～25, , 

F1～5区 分で, 空間

の主効果が有意であ

った。

 まず, 4っ の感情

を含めた使用空間は, 

図3に 示したように

P2, P3, P4を 含む

最前列F1が 有意 に

多く, P8, P18, P13

を含む中央部の領域

が有意に少ないとい

う, 円周を描くよう

な傾向がみられた。

 次 に感情 ごとの踏み込 み総回数は, 喜 びが有意

に多 く, 次 に怒 り, 恐 れ, 悲 しみの順 であ った。

 感 情 ごとにま とめ ると, 

(1)喜びは, 最 前F1(P2, P3, P4)の 使 用が有意に

多 く, P18, P8, P13と い う中 央 の使 用 が 少ない

傾向にあった。

(2)悲 しみは, 他 の感情 に多い最前列 よ りF3が 多

い傾向があった。

(3)怒りは, 最前列F1(P2とP3)の 使用が有意に多

く, 中央部のP8, P19, P14, P13が有意に少なか

った。

(4)恐れは, 統計的に有意ではなく, F1が 多い傾

向があった。

IV 論 議

4つ の感情を含めた全体的な特徴として, 中学

1年 生は中央部を最 も多く使い, 最前列は最も少

なか ったが, 一方小学生は最前列が最 も多く, 中

央部が最も少ないという異なる傾向がみられた。

これは, 中学生が中央部における動きやポーズが

他の場所でよりもよミみえるとと5)を種々の経験

や学習を通して知 っており, 意図的に中央部を使

ったと考え られる。また中学生が最前列をほとん

ど使用 しなかったのは, 精神的発達の特徴3)や, 

最前列はカメラに最も近く, いわゆる場の圧力が

高いこと2)などがあげられる。一方小学1年 生は, 

中央部空間の特性についての経験や学習が少ない

と同時に, 中学生にみられるような身体的側面に

対する自己意識の集中3)が なく, むしろカメラに

近づいて撮 ってもらおうとして最前列を多 く使用

したと考えられる。

 中学校1年 生は, 比較的女子大学生と同様の傾

向(喜 び一前, 悲しみ一後, 怒り=右, 恐れ一左)1)

を示し, 空間の特性と感情の表現内容とが対応し

て意識されていることか ら, 舞踊の基本的要素の

1つ である空間構成に関する学習が可能であると

思われるが, 表現運動に伴 う「からだやか らだの

動きが他人にみられること」に対する恥ずか しさ

を取 り除く工夫が必要である。

 小学校1年 生は, 空間使用に感情の特性があま

り認められず, 表現内容は理解 していても, 空間

の特質との関連性についてはほとんど意識されて

いない。 したがって, 感情の中でもうれ しいや楽

しい気持ちの表現は+分 可能と思われるが, 空間

構成を伴う表現学習は小学校1年 生では今少 し無

理かと思われる。

図3 4つ の感情を含め
た踏み込み総回数

(小 学生)
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